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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージであって、
　後壁と、上向きにテーパー状になる前面部分を含む底壁と、一対の直立側壁とを有する
トレイであって、前記トレイは、製品を受け取るための内部を前記トレイの中に画定し、
前記トレイは、前記底壁の前縁と前記側壁の縁と前記後壁の上縁とを含む自由縁を含み、
前記側壁の前記縁は、非平面状部分を含み、前記トレイの前記自由縁は、前記自由縁の内
部に開口部を画定し、前記開口部は、前方開口部部分と上面開口部部分とを有する、トレ
イと、
　前記開口部の前記上面部分および前記前面部分をカバーするように前記自由縁のうちの
少なくともいくらかに対して取り付けられたカバーと、
　前記トレイの前記自由縁から延在し、かつ、前面密閉表面と側面密閉表面と上面密閉表
面とを画定する周縁フランジであって、前記上向きにテーパー状になる前面部分は、前記
底壁の前記前縁から外向きに延在する前記周縁フランジの外側縁が、前記トレイのための
安定化支持として作用するようなサイズにされている、周縁フランジと
　を含む、パッケージ。
【請求項２】
　前記周縁フランジの前記側面密閉表面は、前記側壁縁非平面状部分に対応する円弧状部
分を含む、請求項１に記載のパッケージ。
【請求項３】
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　前記製品は、略円筒形であり、湾曲外側縁を有し、前記トレイは、水平に積み重ねられ
た配向における１列の前記略円筒形製品を、縁が接触するように受け取るように構成され
ている、請求項１または２に記載のパッケージ。
【請求項４】
　前記後壁と前記底壁とを繋ぎ合わせる隅は、前記トレイ内に受け取られる前記略円筒形
製品の前記湾曲外側縁をほぼ補完するように湾曲させられている、請求項３に記載のパッ
ケージ。
【請求項５】
　前記トレイは、前記水平に積み重ねられた配向における２列の前記略円筒形製品を受け
取るように構成されており、前記底壁は、上向きに突出する輪郭を含み、前記上向きに突
出する輪郭は、前記底壁を２つの部分に分割し、前記２つの部分の各々は、前記略円筒形
製品の列のうちの１つを受け取り、前記上向きに突出する輪郭は、前記略円筒形製品の前
記湾曲外側縁を補完する湾曲側壁を有する、請求項１に記載のパッケージ。
【請求項６】
　前記上向きにテーパー状になる前面部分は、前記前方開口部部分がカバーされていない
場合、前記製品を前記トレイ内に保つように構成されている、請求項１～５のいずれかに
記載のパッケージ。
【請求項７】
　前記前方開口部部分は、前記上面開口部部分がカバーされている場合に前記トレイ内の
製品が前記前方開口部部分を通して個々にアクセスおよび取り除かれることができるよう
な、サイズおよび構成にされている、請求項１～６のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項８】
　前記上面開口部部分は、前記前方開口部部分がカバーされている場合に前記トレイ内の
前記製品が前記上面開口部部分を通して個々にアクセスおよび取り除かれることができる
ような、サイズおよび構成にされている、請求項１～７のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項９】
　前記底壁および前記後壁のうちの少なくとも１つは、起伏を含み、前記起伏は、前記起
伏の谷部および頂部が、それぞれ、前記底壁に沿って前後に延びるように、または、前記
後壁に沿って垂直に延びるように構成されている、請求項１～８のいずれかに記載のパッ
ケージ。
【請求項１０】
　前記トレイは、前記後壁から外向きに延在する１つまたはそれよりも多くの突出部をさ
らに含み、前記突出部は、安定位置のための支持を提供する、請求項１～９のいずれかに
記載のパッケージ。
【請求項１１】
　前記カバーは、アクセス開口部を含み、密閉層が、前記アクセス開口部の周りで密閉さ
れる、請求項１～１０のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項１２】
　前記アクセス開口部は、フラップを作成する前記カバーにおける刻み線によって画定さ
れ、前記密閉層は、前記フラップを前記カバーの残部から持ち上げることにより前記アク
セス開口部を露出させるように構成されている、請求項１１に記載のパッケージ。
【請求項１３】
　前記周縁フランジは、破断可能タブを含み、前記カバーは、前記タブが、前記周縁フラ
ンジから破断させられることができ、前記カバーを横切って引っ張られ、前記カバーにお
けるアクセス開口部を破れさせることができるように、前記タブまで延在する、請求項１
～１２のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項１４】
　前記カバーは、前記アクセス開口部の上側縁および下側縁を画定するための、前記カバ
ーをわたる一対の略平行刻み線を含む、請求項１３に記載のパッケージ。
【請求項１５】
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　開口部は、前記底壁と前記後壁との大部分にわたって延在する、請求項１１～１４のい
ずれかに記載のパッケージ。
【請求項１６】
　前記パッケージは、前記側壁に垂直配向で位置するように構成され、前記アクセス開口
部は、前記側壁に隣接する、請求項１１～１５のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項１７】
　前記アクセス開口部は、２つまたはそれよりも少ない製品が前記アクセス開口部を通る
ことを可能にし、他の製品が前記アクセス開口部に隣接する前記カバーによって取り除か
れないように制限されるようなサイズにされている、請求項１１～１６のいずれかに記載
のパッケージ。
【請求項１８】
　前記カバーは、第１の接着強度を有する第１の接着剤を用いて前記トレイに密閉される
第１の部分と、第２の接着強度を有する第２の接着剤を用いて前記トレイの異なる部分に
密閉される第２の部分とを有し、前記第１の接着強度は、前記第２の接着強度よりも大き
い、請求項１～１７のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項１９】
　前記トレイの前記周縁フランジにスナップ嵌合するように構成されている実質的に剛性
の蓋をさらに含む、請求項２～１０または１６のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項２０】
　前記トレイは、前記トレイの側壁間に延在する分割壁をさらに含み、前記カバーは、前
記分割壁の上表面に密閉的に係合する、請求項１～１９のいずれかに記載のパッケージ。
【請求項２１】
　前記カバーは、第１の接着強度を有する第１の接着剤を用いて前記分割壁に密閉され、
前記カバーの他の部分は、第２の接着強度を有する第２の接着剤を用いて前記トレイの異
なる部分に密閉され、前記第１の接着強度は、前記第２の接着強度よりも大きい、請求項
２０に記載のパッケージ。
【請求項２２】
　パッケージであって、
　直立後壁と、底壁と、一対の直立側壁とを有するトレイであって、前記トレイは、製品
を受け取るための内部を前記トレイの中に画定し、前記トレイは、前記底壁の前縁と前記
側壁の縁と前記後壁の上縁とを含む自由縁を含み、前記側壁の前記縁は、湾曲部分を含み
、前記トレイの前記自由縁は、前記自由端の内部に開口部を画定し、前記開口部は、前方
開口部部分と上面開口部部分とを有する、トレイと、
　前記直立後壁と前記底壁との間に延在し、かつ、丸みのある形状を有する前記トレイの
後隅と、
　前記前方開口部部分および前記上面開口部部分をカバーするように前記自由縁のうちの
少なくともいくらかに対して取り付けられたカバーと
　を含む、パッケージ。
【請求項２３】
　前記トレイの前記自由縁から延在し、かつ、前面密閉表面と側面密閉表面と上面密閉表
面とを画定する周縁フランジをさらに含み、前記周縁フランジの前記側面密閉表面は、前
記側壁の前記縁の前記湾曲部分に対応する円弧状部分を含む、請求項２２に記載のパッケ
ージ。
【請求項２４】
　前記周縁フランジは、前記周縁フランジの取り外し可能部分を含み、前記取り外し可能
部分は、前記取り外し可能部分に取り付けられている前記カバーを有し、前記取り外し可
能部分は、開放後に前記カバーを閉鎖位置に固定させるために使用可能である、請求項２
３に記載のパッケージ。
【請求項２５】
　前記直立後壁は、前記底壁に対して略垂直である、請求項２２に記載のパッケージ。
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【請求項２６】
　前記カバーは、前記上面開口部部分および前記前方開口部部分をカバーするように前記
周縁フランジに取り付けられ、前記カバーは、前記上面密閉表面と前記側面密閉表面の部
分とに取り付けられた平面状上面部分と、前記前面密閉表面と前記側面密閉表面の部分と
に取り付けられた平面状前面部分と、前記平面状上面部分と前記平面状前面部分との間に
延在し、かつ、前記側面密閉表面の前記円弧状部分に取り付けられた湾曲部分とを含み、
前記平面状上面部分および前記平面状前面部分は、互いに対して角度をなしている、請求
項２３に記載のパッケージ。
【請求項２７】
　前記カバーは、前記上面開口部部分および前記前方開口部部分をカバーするように前記
周縁フランジに取り付けられ、前記カバーは、前記カバーの長さおよび幅にわたって切れ
目のない表面を有する、請求項２３に記載のパッケージ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１２年３月７日に出願された米国特許出願第６１／６０８，０８１号と
、２０１２年８月１４日に出願された米国特許出願第６１／６８３，１６１号との利益を
主張し、それらの両方は、本明細書で参照によってそれらの全体が援用される。
【０００２】
分野
　本説明は、トレイおよびカバーを有するパッケージに関し、特定すると、非平面状フラ
ンジを有するトレイと、トレイの非平面状フランジに密閉されるカバーまたは蓋とを有す
るパッケージに関する。
【背景技術】
【０００３】
　可撓性材料で作製され、トレイまたは他の剛性構造を有するパッケージは、一般に、輸
送、表示、およびユーザによる消費の間に製品を保管するために使用される。一般的タイ
プのこれまでのパッケージは、フィルム材料のウェブから大量生産され、トレイを密閉す
るためにその周縁フランジに接着された蓋またはカバー材料を有する。そのような大量生
産されたパッケージは、典型的に、カバーの密閉のための、トレイの周りに配置される平
面状または平坦かつ対称な密閉フランジを有する。食品パッケージのトレイの平面状フラ
ンジは一般的であるが、不利なことに、多くの他の同様に構成されているトレイのために
独自性に欠ける。さらに、それらは、不利なことに、カバーの連続的可視表面積を制限し
、そして、その上に配置され得る表示の量を制限し得る。そのようなパッケージの別の欠
点は、それらが多くの場合に長方形形状である一方で、食品製品が非長方形形状であり、
それによって過剰パッケージングをもたらすことである。大量生産されたパッケージはま
た、不利なことに、その中に保管される食品製品が移動するほどの過剰ヘッドスペースお
よび過剰空間を有し得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　パッケージが本明細書で説明され、そのパッケージは、少なくとも部分的にその中に保
管される内容物に一致することによって、そのために使用される材料の量を低減する。パ
ッケージは、底壁、後壁、および一対の側壁を含む剛性または半剛性トレイを含む。壁は
、トレイが前面および上面のような少なくとも２つの面に開口部を有するように、構成さ
れ、それらの少なくとも２つの面は、互いに対して１８０度未満の角度で傾斜させられる
。開口部は、壁の自由縁によって画定され、その自由縁は、底壁の前縁、後壁の上縁、お
よび側壁の縁を含む。トレイはさらに、必要に応じて、その自由縁から内向きまたは外向
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き等に延在する周縁フランジを含む。周縁フランジは、カバーに接着するため、またはト
レイへの開口部をカバーするカバーと別様に係合するために、密閉表面を提供する。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
パッケージであって、
　後壁、底壁、および一対の直立側壁を有するトレイであって、前記トレイは、製品を前
記トレイの中に受け取るための内部を画定し、前記トレイは、前記底壁の前縁、前記側壁
の縁、および前記後壁の上縁を含む自由縁を含み、前記側壁の前記縁は、非平面状部分を
含む、トレイと、
　前記トレイの自由縁であって、前記自由縁は、前記自由縁の内部に開口部を画定し、前
記開口部は、前面開口部部分および上面開口部部分を有する、自由縁と、
　前記自由縁のうちの少なくともいくらかに対して取り付けられることにより前記開口部
の前記上面部分および前記前面部分をカバーするカバーと
を含む、パッケージ。
（項目２）
周縁フランジが、前記トレイの前記自由縁から延在し、前面密閉表面と、側面密閉表面と
、上面密閉表面とを画定し、前記側面密閉表面は、前記側壁縁非平面状部分に対応する円
弧状部分を有する、項目２に記載のパッケージ。
（項目３）
前記カバーは、前記周縁フランジの前記密閉表面に密閉的に係合される、項目２に記載の
パッケージ。
（項目４）
前記製品は、必要に応じて個々に包装される個別の食品物品を含む、項目１～３のいずれ
かに記載のパッケージ。
（項目５）
前記製品は、略円筒形であり、湾曲外側縁を有し、前記トレイは、水平に積み重ねられた
配向における１列の前記略円筒形製品を、縁が接触するように受け取るように構成されて
いる、項目１～４のいずれかに記載のパッケージ。
（項目６）
前記後壁と前記底壁とを繋ぎ合わせる隅は、前記トレイ内に受け取られる前記略円筒形製
品の前記湾曲外側縁をほぼ補完するように湾曲させられている、項目５のいずれかに記載
のパッケージ。
（項目７）
前記トレイは、前記水平に積み重ねられた配向における２列の前記略円筒形製品を受け取
るように構成されている、項目５に記載のパッケージ。
（項目８）
前記底壁は、前記底壁を２つの部分に分割し、前記製品の前記積み重ねられた列を個々に
受け取る上向きに突出する輪郭を含み、前記上向きに突出する輪郭は、必要に応じて、前
記略円筒形製品の前記湾曲外側縁を補完する湾曲側壁を有する、項目７に記載のパッケー
ジ。
（項目９）
前記底壁は、上向きにテーパー状になる前面部分を含む、前記項目のいずれかに記載のパ
ッケージ。
（項目１０）
前記上向きにテーパー状になる前面部分は、前記前面開口部部分がカバーされていない場
合、前記製品を前記トレイ内に保つように構成されている、項目９に記載のパッケージ。
（項目１１）
前記上向きにテーパー状になる前面部分は、上向きに湾曲させられている、項目９に記載
のパッケージ。
（項目１２）
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前記上向きにテーパー状になる前面部分は、前記底壁の前記前縁から外向きに延在する前
記周縁フランジの外側縁が、前記トレイのための安定化支持として作用するようなサイズ
にされている、項目９～１１のいずれかに記載のパッケージ。
（項目１３）
前記前面開口部部分は、前記上面開口部部分がカバーされている場合に前記トレイ内の製
品が前記前面開口部部分を通して個々にアクセスおよび取り除かれることができるような
、サイズおよび構成にされている、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目１４）
前記上面開口部部分は、前記前面開口部部分がカバーされている場合に前記トレイ内の前
記製品が前記上面開口部部分を通して個々にアクセスおよび取り除かれることができるよ
うな、サイズおよび構成にされている、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目１５）
前記底壁および前記後壁のうちの少なくとも１つは、起伏を含み、前記起伏は、前記起伏
の谷部および頂部が、それぞれ、前記底壁に沿って前後に延びるよう、または前記後壁に
沿って垂直に延びるように構成されている、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目１６）
前記起伏の数は、前記トレイ内の製品の数に対応する、項目１５に記載のパッケージ。
（項目１７）
前記トレイは、前記後壁から外向きに延在する１つまたはそれよりも多くの突出部をさら
に含み、前記突出部は、安定位置のための支持を提供する、前記項目のいずれかに記載の
パッケージ。
（項目１８）
前記側壁は、略平行である、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目１９）
前記側壁は、実質的に同一の寸法および形状を有する、項目１８に記載のパッケージ。
（項目２０）
前記カバーは、可撓性であり、前記側面密閉表面の前記円弧状部分は、前記カバーの上面
部分と前面部分との間の前記カバーに円弧状部分を付与する、前記項目のいずれかに記載
のパッケージ。
（項目２１）
前記可撓性カバーは、フィルムを含む、項目２０に記載のパッケージ。
（項目２２）
前記トレイは、熱成形される、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目２３）
前記カバーは、剥離可能かつ必要に応じて再密閉可能な密閉を使用して、前記周縁フラン
ジに密閉される、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目２４）
前記カバーは、アクセス開口部を前記カバーに含み、密閉層が、前記アクセス開口部の周
りで密閉される、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目２５）
前記アクセス開口部は、フラップを作成する前記カバーにおける刻み線によって画定され
、前記密閉層は、前記フラップを前記カバーの残部から持ち上げることにより前記アクセ
ス開口部を露出させるように構成されている、項目２４に記載のパッケージ。
（項目２６）
前記周縁フランジは、破断可能タブを含み、前記カバーは、前記タブが、前記周縁フラン
ジから破断させられることができ、前記カバーを横切って引っ張られ、前記カバーにおけ
るアクセス開口部を破れさせることができるように、前記タブまで延在する、項目１～２
３のいずれかに記載のパッケージ。
（項目２７）
前記カバーは、前記アクセス開口部の上側縁および下側縁を画定するための、前記カバー
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をわたる一対の略平行刻み線を含む、項目２６に記載のパッケージ。
（項目２８）
前記アクセス開口部は、前記底壁と前記後壁との間の前記カバーの大部分にわたって延在
する、項目２４～２７のいずれかに記載のパッケージ。
（項目２９）
前記アクセス開口部は、前記カバーの表面積の５０％未満である、項目２４～２８のいず
れかに記載のパッケージ。
（項目３０）
前記パッケージは、前記側壁に垂直配向で位置するように構成され、前記アクセス開口部
は、前記側壁に隣接する、項目２４～２９のいずれかに記載のパッケージ。
（項目３１）
前記アクセス開口部は、２つまたはそれよりも少ない製品が前記アクセス開口部を通るこ
とを可能にし、他の製品が前記アクセス開口部に隣接する前記カバーによって取り除かれ
ないように制限されるようなサイズにされている、項目２４～３０のいずれかに記載のパ
ッケージ。
（項目３２）
前記カバーは、第１の接着強度を有する第１の接着剤を用いて前記トレイに密閉される第
１の部分と、第２の接着強度を有する第２の接着剤を用いて前記トレイの異なる部分に密
閉される第２の部分とを有し、前記第１の接着強度は、前記第２の接着強度よりも大きい
、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目３３）
前記第１の接着剤は、ほぼ恒久的な接着剤であり、前記第２の接着剤は、再密閉可能接着
剤である、項目３２に記載のパッケージ。
（項目３４）
前記トレイ側壁は、前記トレイ側壁の上面と前面との間の前記カバーに印の断絶が存在し
ないように構成されている、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目３５）
前記周縁フランジは、前記トレイの前記自由縁から外向きに延在する、前記項目のいずれ
かに記載のパッケージ。
（項目３６）
前記トレイに係合するように構成されている実質的に剛性の蓋をさらに含む、項目１～１
９、２２、３０、３４および３５のいずれかに記載のパッケージ。
（項目３７）
前記トレイの前記周縁フランジにスナップ嵌合するように構成されている実質的に剛性の
蓋をさらに含む、項目２～１９、２２、３０、３４および３５のいずれかに記載のパッケ
ージ。
（項目３８）
前記周縁フランジは、前記トレイの前記自由縁から内向きに延在する、項目２～１１およ
び１３～３４のいずれかに記載のパッケージ。
（項目３９）
前記トレイは、前記トレイの側壁間に延在する分割壁をさらに含む、前記項目のいずれか
に記載のパッケージ。
（項目４０）
前記カバーは、前記分割壁の上表面に密閉的に係合する、項目３９に記載のパッケージ。
（項目４１）
前記カバーは、第１の接着強度を有する第１の接着剤を用いて前記分割壁に密閉され、前
記カバーの他の部分は、第２の接着強度を有する第２の接着剤を用いて前記トレイの異な
る部分に密閉され、前記第１の接着強度は、前記第２の接着強度よりも大きい、項目４０
に記載のパッケージ。
（項目４２）
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前記トレイは、隣接する区画を分離する分割壁を用いて分離される少なくとも２つの区画
を有する、前記項目のいずれかに記載のパッケージ。
（項目４３）
前記カバーは、隣接する区画間の前記分割壁に取り付けられることにより前記区画を別個
に密閉する、項目４２に記載のパッケージ。
（項目４４）
前記分割壁は、前記底壁と一体的に成形され、前記底壁から上向きに延在する、項目４２
および４３のいずれかに記載のパッケージ。
（項目４５）
一対の隣接する区画は、互いに分離可能である、項目４２～４４のいずれかに記載のパッ
ケージ。
（項目４６）
前記区画は、分離後に密閉区画および開放区画が存在するように、前記トレイにおける脆
弱線と前記カバーにおける脆弱線とに沿って分離可能である、項目４５に記載のパッケー
ジ。
（項目４７）
前記区画は、分離後に各区画が密閉されているように、前記分割壁における脆弱線と前記
カバーにおける脆弱線とに沿って分離可能である、項目４５に記載のパッケージ。
（項目４８）
裏材カードが、隣接する区画の底面に取り付けられる、項目４２～４７のいずれかに記載
のパッケージ。
（項目４９）
前記裏材カードは、前記区画の間に位置付けられている脆弱線を有する、項目４８に記載
のパッケージ。
（項目５０）
パッケージであって、
　トレイであって、前記トレイは、製品を前記トレイの中に受け取るための内部を画定す
る底壁および１つまたはそれよりも多くの直立側壁を有し、前記トレイは、前記内部への
開口部を画定する前記側壁の自由縁を含む、トレイと、
　互いに角度がオフセットされている第１の部分および第２の部分を有する前記自由縁と
、
　前記自由縁に対して取り付けられることにより前記開口部をカバーするカバーと
を含む、パッケージ。
（項目５１）
周縁フランジは、前記自由縁から延在し、互いに角度がオフセットされている対応する第
１の平面状セグメントおよび第２の平面状セグメントを有する密閉表面を画定し、前記カ
バーは、前記密閉表面の前記第１の部分および前記第２の部分が、角度がオフセットされ
ている部分を前記カバーに付与するように、前記周縁フランジの密閉表面に密閉的に係合
される、項目５０に記載のパッケージ。
（項目５２）
前記側壁は、略環状側壁を含む、項目５０および５１のいずれかに記載のパッケージ。
（項目５３）
前記側壁は、４つの側壁を長方形構成において含む、項目５０および５１のいずれかに記
載のパッケージ。
（項目５４）
前記底壁は、略半球状である、項目５０～５３のいずれかに記載のパッケージ。
（項目５５）
前記自由縁の前記第１の部分および前記第２の部分は、円弧状部分によって接続されてい
る、項目５０～５４のいずれかに記載のパッケージ。
（項目５６）
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前記円弧状部分は、凸状円弧状部分を含む、項目５５に記載のパッケージ。
（項目５７）
前記円弧状部分は、凹状円弧状部分を含む、項目５５に記載のパッケージ。
（項目５８）
前記第１の平面状セグメントおよび前記第２の平面状セグメントは、前記第１の平面状セ
グメントおよび前記第２の平面状セグメントに対する傾斜角度における１つまたはそれよ
りも多くの中間平面状セグメントによって繋がれている、項目５０～５４のいずれかに記
載のパッケージ。
（項目５９）
パッケージであって、
　一対の略平面状端壁および前記一対の略平面状端壁の間に延在する実質的に湾曲した側
壁によって画定される内部を有するトレイであって、前記トレイは、前記端壁の一方の自
由縁、前記端壁の他方の自由縁、および前記側壁の一対の離間されている自由縁を含み、
前記自由縁は、各々、フランジを有し、前記フランジは、前記トレイの前記内部への開口
部を少なくとも部分的に囲繞するように結合し、前記端壁の前記自由縁の前記フランジは
、各々、実質的に円弧状であって、前記側壁の前記自由縁の各々の前記フランジは、略平
面状である、前記トレイと、
　前記フランジに対して密閉的に係合されることにより前記開口部をカバーするカバーと
を含む、パッケージ。
（項目６０）
前記側壁の一対の離間されている自由縁の略平面状フランジは、互いに対して角度がオフ
セットされている、項目５９に記載のパッケージ。
（項目６１）
前記端壁は、互いに平行である、項目５９および６０のいずれかに記載のパッケージ。
（項目６２）
前記フランジは、前記フランジの取り外し可能部分を含み、前記取り外し可能部分は、前
記取り外し可能部分に取り付けられている前記カバーを有し、前記取り外し可能部分は、
開放後に前記カバーを閉鎖位置に固定させるために使用可能である、項目５０～６１のい
ずれかに記載のパッケージ。
（項目６３）
開放後の前記カバーを再閉鎖するための手段を含む、項目５０～６２のいずれかに記載の
パッケージ。
（項目６４）
前記カバーの最初の開放の前に、前記トレイ内に配置される複数の個別の食品物品と組み
合わせられる、項目５０～６３のいずれかに記載のパッケージ。
（項目６５）
前記食品物品は、円形のクラッカーまたはクッキーを含む、項目６４に記載のパッケージ
。
（項目６６）
項目１～６５に記載のパッケージのいずれかを作製する方法であって、
前記トレイを成形するステップと、
複数の個別の食品物品を前記トレイの中に挿入するステップと、
前記カバーを前記トレイに取り付けることにより、前記食品物品を前記パッケージの中に
密閉するステップと
を含む、方法。
（項目６７）
前記トレイを成形するステップは、前記トレイをポリマーシートから熱成形することを含
む、項目６６に記載の方法。
（項目６８）
前記ポリマーシートは、ポリマー材料のウェブのセグメントであり、前記トレイは、熱成
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形後、前記ウェブから個片化される、項目６７に記載の方法。
（項目６９）
前記カバーは、前記トレイが熱成形された後、前記トレイが前記ウェブから個片化される
前に、前記トレイに取り付けられる、項目６８に記載の方法。
（項目７０）
前記カバーは、前記トレイが前記ウェブから個片化された後、前記トレイに取り付けられ
る、項目６８に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、トレイを示す容器の第１の実施形態の斜視図であり、そのトレイは、外
向きに延在するそれのフランジに密閉されるカバーを有する。
【図２】図２は、図１の容器の上面図である。
【図３】図３は、図１の容器のためのトレイの斜視図である。
【図４】図４は、図３のトレイの斜視図であり、その中の２列の食品製品を示す。
【図５】図５は、図３のトレイの斜視図であり、そのトレイは、それに部分的に密閉され
たカバーと、その中の２列の食品製品とを有する。
【図６】図６は、図１の容器の断面図であり、その中に含まれる２つの製品を示す。
【図７】図７は、図１の容器の前面立面図である。
【図８】図８は、図１の容器の左側立面図であり、右側立面図は、鏡像である。
【図９】図９は、図１の容器の後面立面図である。
【図１０】図１０は、図１の容器の底面図である。
【図１１】図１１は、容器の第２の実施形態の斜視図であり、それに密閉されるカバーを
有するトレイを示す。
【図１２】図１２は、図１１の容器の前面立面図である。
【図１３】図１３は、図１１の容器のためのトレイの斜視図である。
【図１４】図１４は、図１１の容器の上面図である。
【図１５】図１５は、図１１の容器の右側立面図である。
【図１６】図１６は、図１１の容器の後面立面図である。
【図１７】図１７は、図１１の容器の底面図である。
【図１８】図１８は、容器の第３の実施形態の斜視図であり、それに密閉されるカバーを
有するトレイを示す。
【図１９】図１９は、図１８の容器の右側立面図であり、左側立面図は、鏡像である。
【図２０】図２０は、図１８の容器の上面図である。
【図２１】図２１は、図１８の容器の右側立面図であり、垂直配向にある容器が側壁で着
座する。
【図２２】図２２は、閉鎖構成にある開口部特徴を示す図１８の容器の前面立面図である
。
【図２３】図２３は、開放構成にある開口部特徴を示す図２２の容器の前面立面図である
。
【図２４】図２４は、トレイ、食品製品の列、刻み線が付けられた開口部を中に有するカ
バー、および開口部をカバーするための密閉ラベルを示す容器の分解図である。
【図２５】図２５は、トレイ、食品製品の列、刻み線が付けられた大小開口部を中に有す
るカバー、および大小の開口部をカバーするための対応する大小の部分を有する密閉ラベ
ルを示す容器の分解図である。
【図２６】図２６は、図２４の容器の前面立面図であり、閉鎖構成にある密閉ラベルを示
す。
【図２７】図２７は、図２４の容器の前面立面図であり、開放構成にある密閉ラベルを示
す。
【図２８】図２８は、図１８の容器の後面立面図であり、その前面立面図は、鏡像である
。
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【図２９】図２９は、図１８の容器の代替後面立面図であり、その前面立面図は、鏡像で
ある。
【図３０】図３０は、図１８の容器の底面図である。
【図３１】図３１は、容器の第４の実施形態の斜視図であり、単一食分（ｓｉｎｇｌｅ　
ｓｅｒｖｉｎｇ）形態にあるトレイに密閉されるカバーを有するトレイを示す。
【図３２】図３２は、図３１の容器の前面立面図である。
【図３３】図３３は、図３１の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図３４】図３４は、図３１の容器の後面立面図である。
【図３５】図３５は、図３１の容器の上面図である。
【図３６】図３６は、図３１の容器の底面図である。
【図３７】図３７は、容器の第５の実施形態の斜視図であり、トレイに密閉されるカバー
を有するトレイを示す。
【図３８】図３８は、図３７の容器の断面図であり、その容器中の２つの製品を示す。
【図３９】図３９は、図３７の容器の後面立面図である。
【図４０】図４０は、図３７の容器の上面図である。
【図４１】図４１は、図３７の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図４２】図４２は、図３７の容器の底面図である。
【図４３】図４３は、図３７の容器の前面立面図である。
【図４４】図４４は、容器の第６の実施形態の斜視図であり、トレイに密閉されるカバー
を有するトレイを示す。
【図４５】図４５は、図４４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図４６】図４６は、図４４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図４７】図４７は、図４４の容器の上面図である。
【図４８】図４８は、図４４の容器の底面図である。
【図４９】図４９は、容器の第７の実施形態の斜視図であり、トレイに密閉されるカバー
を有するトレイを示す。
【図５０】図５０は、図４９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図５１】図５１は、図４９の容器の上面図である。
【図５２】図５２は、図４９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図５３】図５３は、図４９の容器の底面図である。
【図５４】図５４は、容器の第８の実施形態の斜視図であり、トレイに密閉されるカバー
を有するトレイを示す。
【図５５】図５５は、図５４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図５６】図５６は、図５４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図５７】図５７は、図５４の容器の上面図である。
【図５８】図５８は、図５４の容器の底面図である。
【図５９】図５９は、容器の第９の実施形態の斜視図であり、カップに密閉される凹状カ
バーを有するカップを示す。
【図６０】図６０は、図５９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図６１】図６１は、図５９の容器の上面図である。
【図６２】図６２は、図５９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
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。
【図６３】図６３は、図５９の容器の底面図である。
【図６４】図６４は、容器の第１０の実施形態の斜視図であり、カップに密閉される凸状
カバーを有するカップを示す。
【図６５】図６５は、図６４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図６６】図６６は、図６４の容器の上面図である。
【図６７】図６７は、図６４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図６８】図６８は、図６４の容器の底面図である。
【図６９】図６９は、容器の第１１の実施形態の斜視図であり、カップに密閉される凸状
カバーを有するカップを示す。
【図７０】図７０は、図６９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図７１】図７１は、図６９の容器の上面図である。
【図７２】図７２は、図６９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図７３】図７３は、図６９の容器の底面図である。
【図７４】図７４は、容器の第１２の実施形態の斜視図であり、カップに密閉される凸状
カバーを有するカップを示す。
【図７５】図７５は、図７４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図７６】図７６は、図７４の容器の上面図である。
【図７７】図７７は、図７４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図７８】図７８は、図７４の容器の底面図である。
【図７９】図７９は、容器の第１３の実施形態の斜視図であり、長方形カップに密閉され
る凹状カバーを有する長方形カップを示す。
【図８０】図８０は、図７９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図８１】図８１は、図７９の容器の上面図である。
【図８２】図８２は、図７９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図８３】図８３は、図７９の容器の底面図である。
【図８４】図８４は、容器の第１４の実施形態の斜視図であり、長方形カップに密閉され
る凸状カバーを有する長方形カップを示す。
【図８５】図８５は、図８４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図８６】図８６は、図８４の容器の上面図である。
【図８７】図８７は、図８４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図８８】図８８は、図８４の容器の底面図である。
【図８９】図８９は、容器の第１５の実施形態の斜視図であり、半球状カップに密閉され
る凸状カバーを有する半球状カップを示す。
【図９０】図９０は、図８９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図９１】図９１は、図８９の容器の上面図である。
【図９２】図９２は、図８９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図９３】図９３は、図８９の容器の底面図である。
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【図９４】図９４は、容器の第１６の実施形態の斜視図であり、半球状カップに密閉され
る凹状カバーを有する半球状カップを示す。
【図９５】図９５は、図９４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像である
。
【図９６】図９６は、図９４の容器の上面図である。
【図９７】図９７は、図９４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像である
。
【図９８】図９８は、図９４の容器の底面図である。
【図９９】図９９は、容器の第１７の実施形態の斜視図であり、トラック形状（ｔｒａｃ
ｋ－ｓｈａｐｅｄ）のカップに密閉される凸状カバーを有するトラック形状のカップを示
す。
【図１００】図１００は、図９９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像で
ある。
【図１０１】図１０１は、図９９の容器の上面図である。
【図１０２】図１０２は、図９９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像で
ある。
【図１０３】図１０３は、図９９の容器の底面図である。
【図１０４】図１０４は、容器の第１８の実施形態の斜視図であり、湾曲トレイに密閉さ
れる補完的湾曲カバーを有する湾曲トレイを示す。
【図１０５】図１０５は、図１０４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像
である。
【図１０６】図１０６は、図１０４の容器の上面図である。
【図１０７】図１０７は、図１０４の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像
である。
【図１０８】図１０８は、図１０４の容器の底面図である。
【図１０９】図１０９は、容器の第１９の実施形態の斜視図であり、湾曲トレイに密閉さ
れる補完的湾曲カバーを有する湾曲トレイを示す。
【図１１０】図１１０は、図１０９の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像
である。
【図１１１】図１１１は、図１０９の容器の上面図である。
【図１１２】図１１２は、図１０９の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像
である。
【図１１３】図１１３は、図１０９の容器の底面図である。
【図１１４】図１１４は、容器の第２０の実施形態の斜視図であり、湾曲ハート形状のト
レイに密閉される補完的湾曲カバーを有する湾曲ハート形状のトレイを示す。
【図１１５】図１１５は、図１１４の容器の前面立面図である。
【図１１６】図１１６は、図１１４の容器の上面図である。
【図１１７】図１１７は、図１１４の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像
である。
【図１１８】図１１８は、図１１４の容器の後面立面図である。
【図１１９】図１１９は、図１１４の容器の底面図である。
【図１２０】図１２０は、容器の第２１の実施形態の斜視図であり、湾曲ハート形状のト
レイに密閉される補完的湾曲カバーを有する湾曲ハート形状のトレイを示す。
【図１２１】図１２１は、図１２０の容器の右側立面図である。
【図１２２】図１２２は、図１２０の容器の上面図である。
【図１２３】図１２３は、図１２０の容器の前面立面図であり、その後面立面図は、鏡像
である。
【図１２４】図１２４は、図１２０の容器の左側立面図である。
【図１２５】図１２５は、図１２０の容器の底面図である。
【図１２６】図１２６は、上向き湾曲端を有する容器の第２２の実施形態の斜視図であり
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、三角形形状のトレイに密閉される補完的形状のカバーを有する三角形形状のトレイを示
す。
【図１２７】図１２７は、図１２６の容器の前面立面図である。
【図１２８】図１２８は、図１２６の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像
である。
【図１２９】図１２９は、図１２６の容器の上面図である。
【図１３０】図１３０は、図１２６の容器の後面立面図である。
【図１３１】図１３１は、図１２６の容器の底面図である。
【図１３２】図１３２は、上向き湾曲端を有する容器の第２３の実施形態の斜視図であり
、長方形形状のトレイに密閉される補完的形状のカバーを有する長方形形状のトレイを示
す。
【図１３３】図１３３は、図１３２の容器の後面立面図である。
【図１３４】図１３４は、図１３２の容器の上面図である。
【図１３５】図１３５は、図１３２の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像
である。
【図１３６】図１３６は、図１３２の容器の前面立面図である。
【図１３７】図１３７は、図１３２の容器の底面図である。
【図１３８】図１３８は、上向き湾曲端を有する容器の第２４の実施形態の斜視図であり
、長方形形状のトレイに密閉される補完的形状のカバーを有する長方形形状のトレイを示
す。
【図１３９】図１３９は、図１３８の容器の前面立面図である。
【図１４０】図１４０は、図１３８の容器の右側立面図であり、その左側立面図は、鏡像
である。
【図１４１】図１４１は、図１３８の容器の上面図である。
【図１４２】図１４２は、図１３８の容器の後面立面図である。
【図１４３】図１４３は、図１３８の容器の底面図である。
【図１４４】図１４４は、図１のトレイに類似するが、トレイに密閉するカバーのための
内向きに延在するフランジを有するトレイの斜視図である。
【図１４５】図１４５は、図１のトレイに類似するが、カバーが、そのカバーの後面部分
に沿った永久接着剤と、そのカバーの前面部分に沿った再密閉可能接着剤とを有し、使用
においてトレイから引き離される前面部分を有するカバーを有するトレイの斜視図である
。
【図１４６】図１４６は、図１のトレイに類似するが、カバーが、そのカバーの前面部分
に沿った永久接着剤と、そのカバーの後面部分に沿った再密閉可能接着剤とを有し、使用
においてトレイから引き離される後面部分を有するカバーを有するトレイの斜視図である
。
【図１４７】図１４７は、図１のトレイに類似するが、カバーが、そのカバーの中央部分
に沿った永久接着剤と、そのカバーの前面および後面部分に沿った再密閉可能接着剤とを
有し、使用においてトレイから引き離される前面および背面部分を有するカバーを有する
トレイの斜視図である。
【図１４８】図１４８は、図１のトレイに類似するが、そのトレイに整合させられるスナ
ップ嵌合カバーと、カバーの下においてトレイに取り除き可能に接着される必要に応じた
フィルムとを有するトレイの斜視図である。
【図１４９】図１４９は、トレイの側縁に沿って取られた図１４８のトレイの詳細な断面
図であり、トレイに取り付けられた蓋を示す。
【図１５０】図１５０は、図１に類似するが、容器の中にある２列の製品を分離する分割
壁を有する容器の断面図である。
【図１５１】図１５１は、図１５０の容器に類似するが、壁によって分離される２つの区
画の間に間隙をもたらす代替的分割壁と、２つの区画の底面に取り付けられた必要に応じ
た裏材とを有する容器の断面図である。



(15) JP 6182554 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

【図１５２】図１５２は、図１の容器のトレイに類似するが、トレイのフランジの取り除
き可能部分とトレイの残部との間の刻み線を示すトレイの斜視図である。
【図１５３】図１５３は、図１の容器に類似するが、図１５２のトレイを組み込み、トレ
イの残部から刻み線に沿って分離されたフランジの取り除き可能部分と、容器の内部にア
クセスするために開放されているカバーとを示す容器の断面図である。
【図１５４】図１５４は、図１５３の容器の断面図であり、フランジの取り除き可能部分
は、カバーを再閉鎖位置に固定するために使用される。
【図１５５】図１５５は、図１の容器に類似するが、図１の容器の円弧状セグメントの代
わりに、容器の前面側と上面側とを接続する一連の線形セグメントを有する容器の左側立
面図である。
【図１５６】図１５６は、図１５５の容器の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図１～４３に示される形態を有する容器１０は、カバー１２を有するトレイ１１を含み
、そのカバーは、個別の食品物品または製品１３のような内容物を受け取りおよび保管す
るように構成されているトレイに取り付けられる。トレイ１１は、底壁１４と、後壁１６
と、一対の側壁１８とを含む。トレイ１１の壁１４、１６、１８は、好ましくは、トレイ
１１が、一体型構成を有するように、一体的に接続されている。例えば、トレイ１１は、
熱成形、射出成形、または吹き込み成形等が施されることができる。底壁１４は、トレイ
１１の底後面隅２０において、後壁１６に接続する。側壁１８は、好ましくは、互いに略
平行に延在し、個々に、トレイの底側面隅２２および後側面隅２４において底面１４およ
び後壁１６に接続する。図に示されるように、隅２０、２２、２４は、好ましくは、丸み
がある。さらにより好ましくは、側壁１８は、側壁１８の対応する点の間に延在するカバ
ー１２が実質的に水平であるように、実質的に同一のサイズおよび形状を有する。
【０００７】
　そのように構成されていると、トレイ１１は、底壁１４、後壁１６、および側壁１８の
自由縁２７によって画定されるアクセス開口部２６を含む。自由縁２７は、底壁１４の前
縁２８と、後壁１６の上縁３０と、底壁１４および後壁１６に対向する側壁１８の縁３２
とを含む。開口部２６は、底壁１４に略対向する上面開口部部分３４と、後壁１６に略対
向する前面開口部部分３６とを含むことができる。ある形態では、トレイ１１は、底壁１
４で着座するように構成され、したがって、消費者は、前方から、上方から、またはその
間のある角度で、食品製品１３にアクセスし、それを取り出すことができる。代替として
、または加えて、トレイ１１は、垂直配向に、側壁１８の一方に安定して着座するように
構成されることができる。
【０００８】
　トレイ１１は、その自由縁２７から外向きに、好ましくは、隣接する壁１４、１６、１
８に略垂直に延在する周縁フランジ３８をさらに含む。代替として、フランジ３８は、図
１４４に示されるように、壁から内向きに延在することができ、または壁の上向きに面す
る縁が、フランジによって追加されるさらなる幅なしで利用され得る。内向きに延在する
フランジ３８を有する代替形態では、トレイ１１は、吹き込み成形され、内向きに延在す
るフランジ３８を成形することができるが、他の好適な製造技法もまた使用されることが
できる。周縁フランジ３８は、好ましくは、開口部２８全体の周りに連続し、トレイ１１
に取り付けられ密閉されるカバー１２のための連続密閉表面４０を提供する。周縁フラン
ジ３８は、後壁１６の上縁３０に沿って延在する上面部分４２と、底壁１４の前縁２８に
沿って延在する前面部分４４とを含む。図示される形態では、周縁フランジ３８の上面部
分４２および前面部分４４は、実質的に平面状である。周縁フランジ３８の側面部分４６
は、側壁縁３２に沿って上面部分４２と前面部分４４との間に延在する。図１４４に示さ
れるフランジ３８の内向きに延在する形態で、カバー１２は、必要に応じて、カバー１２
の外向きに延在する縁、またはトレイ１１の壁１４、１６、１８を超えて延在するフラン
ジ３８が、殆どまたは全く存在しないように、それに密閉することができる。これは、こ
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の形態のトレイ１１に流線形状の外観をもたらす。
【０００９】
　フランジ３８とカバー１２との間における種々の接着剤タイプおよび／または強度の利
用は、パッケージ１０に異なる可用性を提供することができる。図１４５に示される第１
の例では、カバー１２は、前面開口部部分３６に対応するそのカバー上の剥離可能または
再密閉可能接着剤１５と、上面開口部部分３４に対応するそのカバー上の永久接着剤１７
とを用いて、トレイ１１上に密閉することができる。言い換えると、カバー１２は、第１
の接着強度を有する第１の接着剤を用いてトレイに密閉される第１の部分と、第２の接着
強度を有する第２の接着剤を用いてトレイの異なる部分に密閉される第２の部分とを含む
。第１の接着強度は、したがって、ほぼ恒久的な接着剤および剥離可能／再密閉可能接着
剤を用いるような第２の接着強度を上回り得る。
【００１０】
　したがって、消費者は、カバーをトレイ１１から剥離し、前面開口部部分３６を曝すこ
とができ、永久接着剤１７は、カバー１２の上面部分が、カバーの前面部分と同程度にフ
ランジ３８から剥離されることを防止または制限する。図１４６に示される反対の構成で
は、カバー１２は、上面開口部部分３４に対応するそのカバーの部分上の剥離可能または
再密閉可能接着剤１５と、前面開口部部分３６に対応するそのカバーの部分上の永久接着
剤１７とで、トレイ１１に密閉することができる。この構成によって、消費者は、カバー
１２をトレイから剥離し、上面開口部部分３４を曝すことができ、永久接着剤１７は完全
除去を防止する。さらなるアプローチによって、永久接着剤１７は、図１４７に示される
ように、円弧状部分４８に隣接する上面線形部分５０上のような、一対の対向フランジの
中央または他の部分のみに適用され、カバー１２の前面部分および後面部分が、独立して
開放されることにより上面開口部分３４および前面開口部部分３６の一方または両方を選
択的に曝すことを可能にするが、カバー１２の完全除去を制限することもできる。図１４
５～１４７は、例証目的のために、カバー１２の上面および底面に誇張された形態で接着
剤を示すことが、理解される。非透明カバー１２の場合、接着剤は、カバー１２の外側で
不可視となる
【００１１】
　所望される場合、カバー１２は、必要に応じて、ミシン目（ｐｅｒｆｏｒａｔｉｏｎ）
の線またはパターン、刻目（ｓｃｏｒｅ）の線またはパターン、あるいはそれらの組み合
わせのような、そのカバーにわたって延在する脆弱線（ｌｉｎｅ　ｏｆ　ｗｅａｋｎｅｓ
ｓ）（単数または複数）を有することができる。そのような構成では、脆弱線は、消費者
がパッケージの内部により容易にアクセスすることを可能にする折り畳み機構またはヒン
ジとして利用されることができる。代替として、または組み合わせて、脆弱線は、消費者
がカバーの一部を破り取ることにより、パッケージの内部への妨げのないアクセスを提供
することを可能にすることができる。そのような脆弱線は、図１４５～１４７に示される
それらの容器に関するものを含み、本明細書で説明される容器のいずれかと組み合わせて
使用されることができる。
【００１２】
　好ましい形態では、側壁１８の自由縁３２は、曲線または角度付けられた部分を含むこ
とができる非線形または円弧状部分４８を含む。代替として、側壁縁３２は、全体的に円
弧状であることができる。図１～４３に示されるように、側壁自由縁３２は、上面線形部
分５０および前面線形部分５２を含むことができ、それらの間に円弧状部分４８を有する
。所望される場合、前面線形部分５２は、トレイ１１の前面（特定すると前面開口部部分
３６）が、上向きに回された前面を呈するよう角度付けられるように、垂直からオフセッ
トされていることができる。
【００１３】
　記載のように構成されていると、周縁フランジ側面部分４６は、上面部分４２および前
面部分４４との中間に非線形または円弧状密閉表面５４を含み。したがって、周縁フラン
ジ３８は、上面部分４２および前面部分４４を有する実質的平面状部分と、非平面状部分
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５４とを含む。換言すると、平面状部分４２、４４の平面に沿って延びる線の交差点は、
少なくとも１０度の角度をなす。カバー１２がトレイ１１に密閉、接着、または別様に取
り付けられると、カバー１２は、対応する側壁縁３２の間に伸張する対応する平面５７お
よび円弧状部分５９を含み、周縁フランジ上面部分４２および前面部分４４に沿ってその
上面および前面で密閉される。
【００１４】
　したがって、上記で説明されたような、前面開口部部分３６は、トレイ１１およびカバ
ー１２によって画定される開口部を指し得、カバー１２は、上面部分４２に密閉され、上
面部分４２の平面にほぼ沿って延在するように開放される。同様に、上面開口部部分３４
はトレイ１１およびカバー１２によって画定される開口部を指し得、カバーは、前面部分
４４に密閉され、前面部分４４の平面にほぼ沿って延在するように開放される。
【００１５】
　別のアプローチによって、スナップ嵌合カバー４１は、図１４８および１４９に示され
るように、トレイ１１に取り付くように構成されることができる。この形態で、カバー４
１は、好ましくは、ほぼ剛性であるが、トレイのフランジ３８の上でスナップ嵌合可能で
あり、かつトレイ１１の内容物をその中に密閉可能であるような十分な弾性を有する。カ
バー４１は、吹き込み成形または熱成形された好適に剛なプラスチックのような、任意の
好適な材料で作製されることができる。この形態のカバー４１は、ベース壁４３と、ベー
ス壁４３の外側縁から延びるスカート４５とを含む。スカート４５は、内向きに突出する
リブまたは突出部４９を含み、その内向きに突出するリブまたは突出部は、図１４９に示
されるように、トレイ１１のフランジ３８の上でスナップ嵌合し、カバー４１をそれに固
定させるように構成されている。カバー４１が、図３に示されるトレイ１１とともに示さ
れ、トレイ１１の上面および前面をカバーするための対応する形状を有するが、カバー４
１は、所望される場合、本明細書で説明される他のトレイにスナップ嵌合するように構成
されることができる。
【００１６】
　スナップ嵌合カバー４１を有するトレイ１１は、カバー４１の下に、トレイ１１のフラ
ンジ３８に密閉されるフィルム５１を、必要に応じて有することができる。したがって、
カバー４１が取り除かれた場合でも、フィルム５１は、開放の前にパッケージ１０の内容
物の上で密閉を保持する。
【００１７】
　図１５２および１５３に示される容器を開放および閉鎖するためのさらに別のアプロー
チでは、トレイ１１は、フランジ３８の取り外し可能部分７１を含むことができる。フラ
ンジ３８の取り外し可能部分７１は、その間の脆弱線７３に沿ってフランジの残部から分
離可能であることができる。好ましくは、必須ではないが、フランジ３８の取り外し可能
部分７１は、フランジ３８の上面部分４２またはフランジ３８の前面部分４４のいずれか
の一部または全部を含む。側面フランジ部分４８、５０、および５２のような、フランジ
３８の他の部分のうちのいくらかも、取り外し可能部分７１とともに含まれることができ
る。図１５２および１５３の例示的実施形態に示されるように、取り外し可能部分７１は
、フランジ３８の前面部分４４の長さの全体と、側面フランジ部分４８および５２の隣接
する部分とを含むが、フランジ３８の上面部分４２に隣接する側面フランジ部分５０のか
なりの部分を含まない。
【００１８】
　フランジ３８の取り外し可能部分７１がフランジ３８の残部から分離されると、カバー
１２は、好ましくは、カバー１２とフランジ３８の残部またはフランジ３８の上面部分４
２との間の接着剤と比較してより強力な接着剤を必要に応じて用いて、取り外し可能部分
７１に接着されたままである。これは、取り外し可能部分７１がカバー１２を開放するた
めのタブとして使用されることを可能にする。加えて、取り外し可能部分７１は、カバー
１２を再閉鎖位置に固定するために使用されることができる。図１５４に示されるように
、カバー１２と、フランジ３８の前面部分４４の一部であったが現時点では取り外し可能
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部分７１の一部であるものの、少なくとも取り付けられている部分との密閉にわずかな間
隙が存在することが好ましい。この間隙は、フランジ３９の前面部分４４の残部を受け取
ることによりカバー１２を再閉鎖位置に固定するために、使用されることができる。
【００１９】
　この構成の利点の１つは、カバー１２または４１が、トレイ１２に取り付けられている
場合、切れ目のない（すなわち、折目、隅、へり（ｌｉｐ）のような断絶がない）表面を
提供することができ、その全体が、ほぼ９０度の視域（ｖｉｅｗ　ａｒｅａ）において見
られ得ることである。これは、パッケージ１０が、食料品店またはコンビニエンスストア
等において販売のために棚上に展示される場合、特に有利である。９０度の視域は、消費
者の身長にほぼ関わらずに、消費者にカバーおよびその上のいかなるグラフィック、広告
、または文字等の切れ目のない視野を提供する。これは、独特の上面および側面を有する
従来のパッケージと比較して、表示されるべきグラフィック、印、および他の情報のため
のより広範囲の切れ目のない面積を提供する。
【００２０】
　カバー１２は、その表面積全体にわたって実質的に皺がない場合、より良好な目視面積
（ｖｉｅｗｉｎｇ　ｓｕｒｆａｃｅ）を提供する。これは、板紙、比較的高ゲージ（ｈｉ
ｇｈ　ｇａｕｇｅ）のフィルム、または薄い半剛性または剛性プラスチックのような、比
較的厚い材料を用いて達成されることができる。しかしながら、そのような材料は、各パ
ッケージ１０の材料コストを増加させる。別の皺のないカバーは、比較的低ゲージのフィ
ルムであり得る。そのような低ゲージのフィルムでは、パッケージ１０は、パッケージの
密閉される内部が周囲圧力に対して正圧を有するように、その製造の間にその空気が修正
されることができる。正圧は、薄いフィルムに圧し、周縁フランジ３８の支持内部を欠い
たフィルムの結果として成形されるいかなる皺も平滑化する。
【００２１】
　フランジ３８の円弧状セグメント４８を有する代替では、一連の線形中間部分６１が、
図１５５および１５６に示されるように、トレイ１１の上面部分４２と前面部分４４との
間を繋ぐことができる。一連の線形中間部分６１は、互いに、かつ上面部分４２および前
面部分４４に対して非平行角度にある。したがって、この形態のトレイ１１の密閉表面４
０は、円弧状部分を有していない、すなわち、１つの円弧状部分も有していない。したが
って、カバー１２は、それをわたって延在し、線形中間部分６１を繋ぎ合わせる隅６３と
整合する１つまたはそれよりも多くの襞または折目４７を有し得る。このおよび他のトレ
イの場合、自由縁は、互いに角度がオフセットされている第１および第２の部分を有する
。それらは、直接的に接続されても、または１つまたはそれよりも多くの連続円弧状セグ
メント、一連の線形または平面状角度セグメント、あるいはそれらの組み合わせのいずれ
かによって離間されてもよい。例えば、図１５５から分かるように、上面線形または平面
状部分４２および前面線形または平面状部分４４は、互いに対して角度がオフセットされ
、例えば、それらは、非平行平面にある。図１５５で、上面線形部分４２および前面線形
部分４４は、一連の中間部分６１によって繋がれている一方、図８では、それらは、円弧
状部分５９によって繋がれている。
 
【００２２】
　ここで、トレイの具体的形態を参照すると、多くの異なる構成が、可能であり、その例
が本明細書で説明される。第１の形態では、トレイ１１は、製品１３の列５５を受け取る
ように構成されている。トレイ１１の中に保管されるための理想的製品は、略環状側壁５
６を有するクッキーまたはビスケットである。クッキー１３は、示されるように、個々で
あっても、充填物を用いて層状にされてもよい。しかしながら、トレイ１１は、任意の他
の食品製品または他の非食用製品を受け取るように構成されることができる。例えば、個
々の包装または個々の容器内に含まれる食品製品もまた、トレイ１１の中に保管されるこ
とができる。クッキー１３は、トレイ１１内でそのクッキーの側上に、列５５として積み
重ねられ、据えられる。
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【００２３】
　略環状側壁５６を有するそのような製品では、トレイ１１の底後面隅２０は、クッキー
１３の側面５６の曲率を補完するように湾曲させられていることができる。この曲率は、
有利に、パッケージング材料を最小限にし、クッキー１３を良好に支持し、トレイ１１に
おける過剰な空間によるクッキーの押し合いあるいはトレイ１１または他のクッキーへの
衝突から生じ得る損傷からクッキーを保護することができる。
【００２４】
　底後面隅２０は、多数の形態をとることができる。図１～１０および３１～３５に示さ
れる第１の形態では、底壁１４および後壁１６は、隅２０が、約９０度の角度で丸くなる
ように、互いに略垂直である。図１１～３０に示される他の形態では、底壁１４および後
壁１６は、互いに対して鋭角にある。したがって、隅２０は、９０度～１８０度になるよ
うに丸くなる。所望される場合、底壁１４および後壁１６は、丸みがある隅が約１８０度
に及ぶように、互いに略平行に延在し得る。
【００２５】
　開口部２６がカバーされていない場合にクッキー１３をトレイ１１内に保つために、底
壁１４は、上向きにテーパー状になる前面部分またはへり（ｌｉｐ）５８を含むことがで
きる。へり５８の上向きテーパー状部は、トレイ１１がほぼ平らな表面に着座する場合、
クッキー１３が、前面開口部部分３６から転落することを防止する。図６の形態では、へ
り５８は、底壁１４の略平面状部分である。好ましくは、へり５８は、クッキー１３がト
レイ１１内に含まれている間に移動するための有意な空間を有さないように、クッキー１
３の底面接触点６０に密に隣接する位置において上向きにテーパー状になり始める。
【００２６】
　図３８に示される別の形態では、底壁１４は、上向き湾曲前面部分またはへり６２を含
む。そのような湾曲へり６２を有すると、トレイ１１の前面は、底後面隅２０とともに、
環状側壁５６の曲率を補完するように湾曲させられていることができる。テーパー状のへ
り５８と同様に、湾曲へり６２も、好ましくは、クッキー１３の底面接触点６０に密に隣
接して上向きに湾曲し始める。代替形態では、へり５８、６２の代わりに、トレイ１１は
、比較的低い高さ等を有する前面壁を含み、食品製品１３がトレイ１１の前面から転落ま
たは落下することを防止することができる。
【００２７】
　図１～１０および３７～４３におけるトレイ１１は、２列の製品１３をその中に受け取
るようなサイズにされている。トレイ１１は、底壁１４がへり５８、６２から後方に略平
面状であるように構成されることができる。したがって、クッキー１３の列５５は、その
間にさらなる構造を伴わずに互いに隣接して座する。
【００２８】
　図４１に示される代替形態では、底壁１４は、上向きに突出する分割部（ｄｉｖｉｄｅ
ｒ）６４を含み、列５５を互いから分離することができる。分割部６４は、底壁１４の中
に成形されても、接着剤、温熱密閉、または超音波溶接等のような好適な方法によって、
それに取り付けられてもよい。好ましくは、分割部６４の前方に面する表面６６および後
方に面する表面６８は、クッキー１３の環状側壁５６を補完するように湾曲させられてい
る。したがって、後列５５は、分割部６４の後方に面する表面６８とトレイ１１の底後面
隅２０との間に捕捉され、前列５５は、分割部６４の前方に面する表面６６とへり５８、
６２との間に捕捉される。図１１～３６に示される他の形態では、トレイ１１は、クッキ
ー１３の単一列５５を受け取るようなサイズにされている。したがって、この形態では、
単一列５５は、トレイ１１の底後面隅２０とへり５８、６２との間に捕捉される。
【００２９】
　製品の列５５を互いから分離するためのさらなる選択肢が、図１５０および１５１に示
される。トレイ１１は、トレイ底壁１４から上向きに延在する分割壁６５を含むことがで
きる。分割壁６５は、必要に応じて、トレイ１１の全高にわたり延在することができ、上
向きに面する密閉表面６９を有することができる。したがって、カバー１２は、トレイ１



(20) JP 6182554 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

１のフランジ３８に加えて、分割壁６５の密閉表面６９に密閉することができる。その結
果、各々が必要に応じて個々にアクセス可能な２つの別個の区画が、分割壁６５を使用し
て成形されることができる。分割壁６５は、トレイ１１と一体型であっても、接着剤のよ
うな好適な方法によってトレイ１１に取り付けられる別個の構成要素であってもよい。複
数の分割壁６５は、３つの区画のための２つの分割壁６５、４つの区画のための３つの分
割壁６５のように、２つよりも多くの区画を提供するために使用されることができる。
【００３０】
　図１５０の例では、分割壁６５は、後壁１６に略平行に延在し、トレイ内部を、列５５
を受け取るための２つの部分に分割する。所望される場合、分割壁６５は、分割部６４に
関して上記で説明されたように、その底面にテーパー状または湾曲表面６７を含み、クッ
キー１３を部分的に支持することができる。
【００３１】
　図１５１の例では、分割壁６５は、トレイ１１の底壁の反転Ｕ形状部分から成形される
。反転した略Ｕ形状部分の結果、Ｕ形状の底面における平坦領域（図１５１の反転配向に
おける上側部分）は、上向きに面する密閉表面６９を提供する。Ｕ形状の上面（図１５１
の反転配向における下側部分）には、Ｕ形状の脚部の間に間隙が存在する。そのような反
転Ｕ形状分割壁６５は、トレイ１１を熱成形による製造に好適にするが、他の製造方法も
、使用されることができる。必要に応じた裏材カード（ｂａｃｋｉｎｇ　ｃａｒｄ）２５
が、分割壁６５の密閉表面６９の領域の周りにおける区画の相互枢動を制限すること等に
よって容器にさらなる剛性を提供するために、トレイ１１の各区画の底壁に接着されるこ
とができる。
【００３２】
　トレイ１１のこれらの複数区画例は、上記で論じられた第１および第２の接着剤をさら
に含むことができる。例えば、ほぼ恒久的な接着剤であり得る第１の接着剤は、分割壁６
５の密閉表面６９上で使用されることができ、剥離可能／再密閉可能接着剤であり得る第
２の接着剤は、周縁フランジ３８の他の部分の一方または両方の上で使用されることがで
きる。
【００３３】
　図１５０および１５１の容器は、必要に応じて、互いから分離可能な２つの区画を有す
るように構成されることができる。例えば、脆弱線１９は、分割壁６５の片側における図
１５０の容器のカバー１２において成形されることができ、脆弱線２１は、分割壁６５の
同じ側のトレイ１１の底壁において成形されることができる。図１５０の容器の右側区画
は、脆弱線１９および２１に沿って左側区画から分離されることができる。これは、右側
区画がその右側区画の中の食品製品１３にアクセスするために開放され、左側区画が密閉
されたままであるという結果をもたらす。脆弱線１９および２１は、代替として、分割壁
６５の反対側に移動させられても、または分割壁６５の両側に設置されてもよい。図１５
１の例に関して、脆弱線１９は、Ｕ形状分割壁６５の密閉表面６９に隣接するカバー１２
において成形されることができ、別の脆弱線２３は、分割壁６５の下層部分において成形
されることができる。存在する場合、裏材カード２５は、分割壁６５の間隙において脆弱
線２９を有することができる。脆弱線１９、２３、および２９は、分割後に密閉されたま
まであることができる２つの区画に容器を分割するために破断されることができる。
【００３４】
　図１５０および１５１に関して論じられたトレイ１１のこれらの例は、上記で論じられ
た第１および第２の接着剤をさらに含むことができる。例えば、ほぼ恒久的な接着剤であ
り得る第１の接着剤は、後面壁７７および前面壁８９の一方または両方または別のそのよ
うな分割部にカバーを固定させるために使用されることができ、剥離可能／再密閉可能接
着剤であり得る第２の接着剤は、周縁フランジ３８の他の部分で使用されることができる
。さらに、分割壁６５の使用は、本明細書で説明される容器のいずれかと併用されること
ができる。
【００３５】
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　所望される場合、図１１～１７に示されるように、トレイ１１は、後壁１６および／ま
たは隅２０から延在するように構成されている１つまたはそれよりも多くの外向き突出部
または足部５３を含むことができる。突出部５３は、トレイ１１と一体型であっても、任
意の好適な方法によってそれに取り付けられてもよい。突出部５３は、トレイ１１の安定
位置のための支持を提供する（すなわち、底壁１４で着座する）。図示される形態では、
トレイ１１は、２つの離間される突出部５３を含むが、所望される場合、より多くを有し
ても、より広い突出部を利用してもよい。突出部５３は、理想的には、図１１～１７に示
されるような、製品５５の単一列のみを含むトレイを支持するように構成されている。
【００３６】
　トレイ設計の各々は、１つまたはそれよりも多くの安定位置を含む（すなわち、パッケ
ージが定位置に安定して着座する）。例えば、図１～１０のトレイ１１は、底壁１４、各
側壁１８、および周縁フランジ上面部分４２、５０に位置するその上面に位置させられる
ことができる。図１１～１７のトレイは、底壁１４または後壁１６のいずれかで着座する
ことができる。突出部５３は、いずれの位置にも支持を提供することができ、図１８～３
０のトレイは、いずれの側壁１８にも位置し、側面フランジ部分４８、５０、５２は、側
壁１８上の安定位置に支持を提供することができる。図２１に示されるように、フランジ
３８は、ある角度でパッケージ１１を保持するようにさらに切断または成形されることが
できる。
【００３７】
　１つのアプローチによって、トレイ１１は、リブまたは起伏７０をその上に含むことが
できる。リブ７０は、トレイ１１の圧縮強度および積み重ね強度を追加することができる
。加えて、リブ／起伏７０は、トレイ１１内の製品１３の数の視覚的指標を提供すること
ができる。例えば、トレイ１１は、トレイ１１内の個々の製品１３の一部または全部につ
いて１つのリブ／起伏７０を含むことができ、それらと整合させられることができる。所
望される場合、起伏７０は、パッケージ１０のための把持部分として、ユーザの指をその
中に受け取るようにサイズ決定および離間されることができる。トレイ１１が製品１３の
列５５を受け取る形態で、起伏７０は、機械方向（すなわち、底壁１４に沿って前後に、
かつ後壁１６に沿って上下）に延在することができる。この構成を用いると、起伏７０は
、製品１３の環状側壁５６に略平行に延在する。示されるように、リブ／起伏７０は、後
底面隅２０まで延在しない。しかしながら、所望される場合、リブまたは起伏７０は、隅
２０を通して、底壁１４から後壁１６まで連続的に延在することができる。起伏７０は、
トレイ１１の全幅またはその一部に沿って延在することができる。
【００３８】
　前に論じられたように、カバー１２は、トレイ１１の周縁フランジ３８に密閉される。
これは、高温、冷温、誘導（ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ）、および接着剤密閉を含む任意の好適
な方法によって達成されることができる。製品１３にアクセスするために、ユーザは、カ
バー１２を部分的または完全に除去し、開口部２６を曝すことができる。
【００３９】
　１つのアプローチによって、感圧式接着剤等が、カバー１２をトレイ１１に密閉するた
めに使用されることにより、カバー１２が製品１３の順次消費の間にトレイ１１に再接着
されることができる。したがって、カバー１２は、その周縁に沿ってコーティングされた
接着剤を含むことができ、または接着剤は、周縁フランジ３８にコーティングされること
ができる。代替として、カバー１２の全体未満が、トレイ内の製品１３への消費者アクセ
スを可能にするために開放されるように構成されることができる。
【００４０】
　一例示的構成が、図２１～２３に示される。この形態では、開口部特徴７２は、側壁１
８のうちの一方にまたはそれに密に隣接するように、周縁フランジ３８から外向きに突出
するタブ７４を含む。タブ７４は、消費者によって把持され、操作され、カバー１２を引
き剥がすように構成されている。タブ７４は、周縁フランジ３８と別個であるか、または
それと一体型であることができる。一体型形態では、周縁フランジ３８の残部からのタブ
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７４の分離を容易にするために、開口部特徴７４は、切り欠きあるいは脆弱線／刻み線ま
たはパターン７６を含むことができ、その結果として、タブ７４をカバー１２の上にめく
るように操作することによって、タブ７４を周縁フランジ３８の残部から破断する。切り
欠き７６が、フランジ３８の中に切り込まれることができ、または脆弱線が、タブ７４を
横切って刻まれるか、または切り込まれることができ、タブ７４は、レーザまたは機械的
方法等によって、周縁フランジ３８の残部に繋ぎ合わせる。カバー１２は、好ましくは、
タブ７４に延在し、その結果として、タブ７４がトレイ１１から分離される場合、タブ７
４は、次いで、カバー１２を横切って略機械方向にカバー１２を破り取るために使用され
ることができる。タブ７４がカバー１２におけるアクセス開口部７９を破り取るために十
分な距離引っ張られると、消費者は、１つまたはそれよりも多くの製品１３をトレイ１１
から取り出すことができる。
【００４１】
　好ましくは、カバー１２は、タブ７４とほぼ整合してそのカバーを横切る刻み線８１を
含み、フラップ８３を画定する。そのように構成されていると、ユーザがタブ７４をカバ
ー１２の上にめくるように操作する場合、カバー１２は、刻み線８１に沿って破られ、ア
クセス開口部７９を露出させる。所望の数の製品１３が取り出された場合、消費者は、次
いで、タブ７４をその元の位置に戻し、アクセス開口部７９をカバーすることができる。
好ましくは、タブ７４は、開口部特徴７２が再密閉されることができるように、周縁フラ
ンジ３８と整合させられた再密閉可能接着剤を含む。
【００４２】
　図２４～２７に示される代替形態では、開口部特徴７８は、側壁１８のうちの一方に隣
接する機械方向等に、カバー１２の一部を横切って延在するアクセス開口部８０を含む。
アクセス開口部８０は、好ましくは、刻み線８５によって画定され、その結果として、カ
バー１２が、刻み線が付けられた材料のフラップ８２を含み、そのフラップは、画定され
た縁に沿って綺麗に開放されることができ、カバー１２を横切って無制御に破り取ること
ができない。好ましくは、刻み線８５は、その両端におけるシェパードフック（ｓｈｅｐ
ａｒｄ‘ｓ　ｈｏｏｋ）または曲線８７で終わる。
【００４３】
　次に、開口部特徴７８は、ラベル８４が、アクセス開口部８０を完全に囲繞するように
、カバー１２に取り付けられる密閉層またはラベル８４を含むことができる。ラベル８４
は、曲線８７の開口部８０の反対側にタブ８６をさらに含むことができ、そのタブは、周
縁フランジ３８を越えて突出し、消費者によって容易に把持される。したがって、消費者
が、タブ８６を把持し、カバー１２を横切ってラベル８４を引っ張る場合、ラベル８４は
、開口部８０を画定する刻み線８５を破断させ、取り付けられている場合、曲線８７に到
達して開口部８０を曝すまで、カバー１２の残部からフラップ８２を引き離す。曲線８７
は、密閉ラベル８４が、パッケージ１１から取り除かれることを防止する。したがって、
所望の数のクッキー１３が開口部８０を通して取り除かれる場合、消費者は、カバー１２
を横切るようにラベル８４を戻し、開口部の周りで再密閉し、任意の残りのクッキー１３
を保存および保管することができる。
【００４４】
　別の形態では、カバー１２は、２層フィルムのような２層材料から構築されることがで
き、密閉層またはラベル８４は、フィルムの上層から切り込まれることができるか、また
は刻み線を付けられることができ、アクセス開口部８０は、ラベル８４の内向きにフィル
ムの下層から切り込まれることができるか、または刻み線が付けられることができる。こ
の形態で、タブ８６はまた、消費者が、タブ８６を把持することができ、ラベル８４をカ
バー１２の残部から引き離すことができるように、フィルムの上層から切り込まれること
ができ、または刻み線を付けられることができる。ラベル８４は、その縁に沿って破断し
、層の間の接着剤のため、フラップ８２を、それを用いて引っ張り、開口部８０を曝し、
その結果として、消費者は、パッケージ１０内のクッキー１３にアクセスすることができ
る。同様に、フラップ８２の外側のラベル８４は、その上に配置される（または、フィル
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ムの対応する下層に配置される）再密閉可能接着剤を有することができ、その結果として
、消費者は、開口部８０の上でラベル８４を再適用し、ラベル８４をそれに密閉すること
ができる。
【００４５】
　図２５に示されるパッケージは、上記で論じられたより小さい開口部特徴７８と、より
小さい特徴７８を囲繞するより大きい開口部特徴９１とを含む。この形態で、パッケージ
１１は、タブ９３を有する大きい密閉層またはラベル９１を含み、より小さい密閉ラベル
８４は、その一部である。大きい密閉ラベル９１は、好ましくは、ほぼカバー１２のサイ
ズであり、カバー１２の全表面積を実質的にカバーする。代替として、大きい密閉ラベル
９１は、７５％、５０％、またはそれ未満をカバーし得る。さらに、より小さい密閉ラベ
ル８４は、所望される場合、大きいラベル９１の上面に接着される別個のラベルであるこ
とができる。
【００４６】
　次に、カバー１２は、大きいアクセス開口部９７を画定する大きい刻み線または切目線
９５を含む。刻み線９５の端は、好ましくは、曲線８７を含み、その結果として、大きい
密閉ラベル９１は、開放される場合、パッケージ１１から取り除かれない。そのように構
成されていると、消費者が１つよりも多くまたは２つよりも多くのクッキー１３を所望す
る場合、消費者は、タブ９３を把持することができ、カバー１２を横切って大きい密閉ラ
ベル９１を後方に引っ張ることができる。ラベル９１が後方に引っ張られるにつれて、刻
み線９５が破断し、フラップ９９は、密閉ラベル９１に接着し、それとともに後方に引っ
張られる。したがって、アクセス開口部９７が露出させられ、ゆえに、消費者は、製品１
３の実質的に全てにアクセスすることができる。有利なことに、消費者がより少なく望む
場合、消費者は、単に、より小さい密閉ラベル８４を使用することができる。大きい密閉
ラベル８４は、上記で論じられた形態のいずれかをとることができる。
【００４７】
　開口部特徴は、図２１～２７に関して上記で説明されたが、開口部特徴は、本明細書で
説明されるパッケージのいずれにおいても同様に利用されることができることが、理解さ
れる。
【００４８】
　パッケージ１０の代替形態では、底壁１４および後壁１６は、中間壁８８によって接続
される。図４４～４８に示されるように、側壁１８は、側壁１８が略三角形の外観を有す
るように、小さい非平面状または円弧状部分４８と、比較的長い線形部分５０、５２とを
有することができる。パッケージ１０は、示されるように、中間壁８８で着座するように
構成されても、側壁１８またはカバー１２で着座するように構成されてもよい。したがっ
て、カバー１２は、いずれかの側から開放され、パッケージ１０内の製品を曝すことがで
きる。好ましくは、周縁フランジ３８は、中間壁８８の側方に延在するほど十分に大きい
。この構成を用いると、カバー１２は、水平視点、垂直視点、およびその間のいかなる角
度からも、折目、へり、または縁等による切れ目がない。
【００４９】
　図４９～５８に示されるように、上記で論じられた中間壁８８を有するパッケージ１０
は、２つの非平面状または円弧状部分４８を有する側壁１８をさらに含むことができ、そ
の結果として、側壁１８は、円弧状部分４８の間に延在する第３の線形部分９０を含む。
周縁フランジ３８は、したがって、２つの対応する円弧状部分を含み、その結果として、
カバー１２がフランジ３８に密閉される場合、そのカバーは、側面部分９２および上面部
分９４を含み、パッケージの２つの側面に延在する切れ目のない（すなわち、折目、縁、
へり等によって）カバーを提供する。上記の三角形形態と同様に、この形態は、広範囲の
角度から可視であることにより棚上で製品の差別化および独特の外観をもたらすカバー１
２を提供する。
【００５０】
　図５９～８８および９９～１０３に示されるパッケージの他の形態を参照する。これら
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の形態では、パッケージ１００は、直立側壁（単数または複数）１０４および底壁１０６
を有するベーストレイ（ｂａｓｅ　ｔｒａｙ）またはカップ１０２を含む。先ほどの形態
と同様に、パッケージ１００は、周縁フランジ１０８を含む。周縁フランジ１０８は、側
壁（単数または複数）１０４の連続上縁１１０から外向きまたは内向きに延在することに
より、ほぼ上向きに面する密閉表面１１２を提供する。代替として、側壁１０４（単数ま
たは複数）の上向きに面する縁は、密閉表面として使用され得る。カバー１１４は、周縁
フランジ１０８の密閉表面１１２に密閉され、上記で論じられた製品１３のいずれかのよ
うな内容物をカップ１０２内に密閉する。側壁（単数または複数）１０４の上縁１１０は
、連続的に垂直に円弧状である。したがって、その外向きに突出する周縁フランジ１０８
は、半径方向および軸方向の両方に連続的に円弧状である。好ましくは、円弧状パターン
は、周縁フランジ１０８の対向点が底壁１０６からの同じ高さまたは距離とカップ１０２
の中心点Ｃからの同じ半径方向距離とを有するように、構成されている。
【００５１】
　図５９～７８に示される１つの形態は、略円形底壁１０６と、そこから上向きに延在す
る略環状側壁１０４とを含む。示されるように、底壁１０６のサイズおよび側壁１０４の
高さは、特定の製品によって所望または必要とされるよう、または所望の容器形状を達成
するように、変動させられることができる。図５９～７３の図示されている形態では、側
壁１０４は、側壁１０４の上縁１１０が底壁１０６に対する壁の接続点よりも遠くに離間
されるように、外向きにテーパー状になる。カップ１０２は、カバー１１４が凹状（図５
９～６３）または凸状（図６４～７８）となるように、構成されることができる。
【００５２】
　周縁フランジ１０８は、約９０度離されているような、互いから等しく離間される対向
する低点１１８および対向する高点１２０を含む。凹状カバーについて、縁１１０は、カ
バー１１４が、低点１１８の間に水平に延在し、高点１２０に向けて上向きに側方へ延在
するように構成されている。凸状カバーについて、縁１１０は、カバー１１４が、高点１
２０の間に水平に延在し、低点１１８に向けて下向きに側方へ延在するように構成されて
いる。
【００５３】
　代替カップ１０２が、図８９～９８に示される。上記の形態と同様に、カップ１０２の
上縁１１０および周縁フランジ１０８は、所望される場合、凹状または凸状カバー１１４
を提供するように構成されることができる。しかしながら、この形態で、カップ１０２は
、半球状底部分１１６を含む。このカップ１０２が、球状製品を含み独特のパッケージン
グを提供するように、かつパッケージの下側部分におけるパッケージングの無駄を回避す
ることによってパッケージング材料を最小限にするように、理想的に構成されている。
【００５４】
　別のカップ１０２が、図７９～８８に示される。この形態で、カップ１０２は、略正方
形または長方形底壁１０６と、その縁から上向きに延在する４つの側壁部分１０４とを含
む。本明細書における種々の実施形態によって示されるように、底壁および対応する側壁
（単数または複数）は、三角形、他の閉鎖多角形、曲線形状、またはそれらの組み合わせ
を含む任意の所望の形態をとることができる。
【００５５】
　この構成を用いると、縁１１０は、互いから等しく離間されるが、環状構成を用いるの
と同様に、縁１１０全体の周りにおいて中心点Ｃから均一の間隔を有していない。正方形
カバー１１４は、上記で論じられたように構成されている凹状および凸状カバーを提供す
るための高点１２０および低点１１８を含む。しかしながら、先ほどの形態と同様に、高
点１２０および低点１１８は、互いに対してカップ１０２の中心点Ｃから等しく離間され
、底壁１０６から同じ距離にある。
【００５６】
　さらに別の形態では、カップ１０２は、側壁１０４が対応する湾曲端１２２および中間
直線側面１２４を含むように、トラック形状の底壁１０６を含む。図９９～１０３に示さ



(25) JP 6182554 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

れるように、上縁１１０の高点１２０は、側面１２４のほぼ中心に置かれ、低点１１８は
、湾曲端１１２のほぼ中心に置かれ、凸状カバー１１４を提供する。他の形態と同様に、
これらの高点１２０および低点１１８は、配向を切り替えるように入れ替えられても、ま
たは上記で所望のように、凹状カバーを提供するように構成されてもよい。
【００５７】
　ここで、図１０４～１１９に示される別のパッケージ２００を参照する。これらの形態
で、パッケージ２００は、円弧状底壁２０２を含み、そこから略垂直に延在する側壁２０
４を有する。好ましくは、側壁２０４は、その上縁２０６が底壁２０２をほぼ補完する円
弧状形状を含むように、ほぼ均一の高さを有する。上縁２０６から外向きまたは内向きに
延在する周縁フランジ２０８は、上記で論じられたように、カバー２１２が密閉するため
の密閉表面２１０を提供する。代替として、側壁２０４の上向きに面する縁が、密閉表面
として利用され得る。
【００５８】
　したがって、側面から見る場合、パッケージ２００は、略補完円弧状表面を有する底表
面および上表面を含む。これは、その他は従来のフロー包装（ｆｌｏｗ－ｗｒａｐｐｅｄ
）パッケージを有する棚を眺める場合に消費者の目を引く独特のパッケージを提供する。
図１０３～１０８に示される形態で、底壁２０２およびカバー２１２は、単一の凸状曲線
を有する一方、図１０９～１１３に示される形態で、底壁２０２およびカバー２１２は、
２つの凸状曲線を有し、その間に中間凹状曲線を有する。他の起伏構成もまた、利用され
得る。
【００５９】
　さらに、底壁２０２は、任意の好適な構成をとることができる。例えば、図１１４～１
１９に示されるように、底壁２０２は、その縁から上向きに延在する側壁２０４を有する
ハート形状の構成を有することができる。起伏表面は、任意の好適な新規の形状のための
独特のパッケージングを提供するために使用されることができる。
【００６０】
　代替として、パッケージ２５０は、図１２０～１２５に示されるように、略平面状底壁
２５２を含み、そこから上向きに延在する側壁２５４および端壁２５６を有することがで
きる。この形態で、側壁２５４の上縁２５８は、側壁２５４の対向縁２５８がほぼ等しい
高さを有するように、対応する起伏パターン２６０を有する。パッケージ２５０は、側壁
２５４および端壁２５６の上縁２５８から外向きに延在する周縁フランジ２６２を有する
が、代替として、論じられるように構成され得る。示されるように、起伏パターン２６０
は、側壁２５４に沿って均一である必要はなく、異なる波長および深度を有する。
【００６１】
　図１２６～１４３に示される別のタイプのパッケージ３００は、上向きに突出する端部
３０２を含む。このパッケージ３００は、パッケージ３００が着座するように構成されて
いる略平面状前面部分３０６と、上向き湾曲後部分３０８とを有する底壁３０４を含む。
側壁３１０は、底壁３０４の縁３１２から上縁３１４に上向きに延在する。側壁３１０は
、底壁３０４から垂直に延在しても、そこからオフセットされてもよい。周縁フランジ３
１６は、上記で論じられたように、側壁３１０の上縁３１４から延在し、カバー３２０の
ための密閉表面３１８を提供する。側壁３１０の上縁３１４は、底壁３０４の構成にほぼ
従い、その結果として、カバー３２０は、対応する平面状前面部分３２２および後湾曲部
分３２４を含む。後湾曲部分３２４は、略垂直表面積を提供し、その略垂直表面積は、平
坦上側表面を有する従来のパッケージングからパッケージ３００を差別化する目を引くよ
うな印、グラフィック、またはテキストのために利用されることができる。図１２６～１
３１の形態で、底壁３０４およびカバー３２０は、略三角形である一方、図１３２～１４
３の形態で、底壁３０４およびカバー３２０は、略長方形である。しかしながら、他の閉
鎖多角形、曲線形状、またはそれらの組み合わせを含む他の形状および構成も利用され得
ることが、理解される。
【００６２】
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　本明細書で説明されるトレイおよびカップは、熱成形、射出成形、吹き込み成形、繊維
板、または樹脂含浸繊維板等を含む任意の好適な方法によって、任意の好適な材料から成
形されることができる。本明細書で説明されるカバーも、同様に、紙、紙とラミネートと
の組み合わせ、金属箔、多層ラミネート、またはプラスチック等を含む任意の好適な材料
から成形されることができる。
【００６３】
　商業用の高速パッケージング動作におけるように、本明細書で説明されるパッケージま
たは容器のいずれかを作製する方法は、トレイを成形するステップと、複数の個別の食品
物品をトレイの中に挿入するステップと、カバーをトレイに取り付けることにより食品物
品をパッケージの中に密閉するステップとを含むことができる。
【００６４】
　必要に応じたステップは、トレイをポリマーシートから熱成形するステップを含む。ポ
リマーシートは、ポリマー材料のウェブのセグメントであることができる。トレイは、熱
成形後、ウェブから個片化されることができる。カバーは、トレイが熱成形された後、ト
レイがウェブから個片化される前に、トレイに取り付けられることができる、またはカバ
ーは、トレイがウェブから個片化された後でトレイに取り付けられる。パッケージを製造
する方法の非限定的な例は、２０１２年３月７日出願の米国特許出願第６１／６０８，０
８０号に説明され、参照によって全体が本明細書に組み込まれる。
【００６５】
　本明細書で説明されるパッケージは、全て、従来のフロー包装パッケージまたはトレイ
および平坦平面状蓋を有する従来のパッケージの隣で棚に展示される場合、消費者の目を
引き得る独特のパッケージングを提供する。棚上での差別化は、製品開発の鍵であり、本
明細書で説明されるパッケージは、この利点を提供する一方で、パッケージ材料を最小限
にすることによって、費用効率が高いままである。
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